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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1) 経営成績に関する説明 

 

当第３四半期
連結累計期間

前年同期比
増減率

売 上 高 1兆4,922億円   △  5.6%  

営 業 利 益  1,142億円   △  3.3%  

経 常 利 益 1,155億円   △  1.9%  

親会社株主に帰属
する四半期純利益

769億円  0.9%  
 

当第３四半期連結累計期間（２０１６年４月１日～１２月３１日）の世界経済は、米国や欧州

では、一部に改善の遅れが見られたものの、景気は回復基調が持続しました。中国は足元で景気

が持ち直しに向かい、他の多くの新興国でも景気は持ち直しの動きが見られました。国内経済に

ついては、雇用・所得環境の改善を背景に、基調としては緩やかな景気回復が続きました。 

為替は、米国ドルをはじめ主要通貨に対して前年同期よりも円高の水準で推移し、海外子会社

の円換算売上高・利益が減少するなどの影響を受けました。 

このような事業環境の中で、当社グループは、２０１４年度から２０１６年度の３ヵ年を期間

とする中期経営課題“プロジェクトＡＰ－Ｇ ２０１６”に基づき、「成長分野・事業機会の取り

込み」及び「成長国・地域での事業拡大」を要とした成長戦略を実行するとともに、トータルコ

スト競争力の更なる強化に努めております。  

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の当社グループの連結業績は、売上高は前年同期比5.6%

減の１兆4,922億円、営業利益は同3.3%減の1,142億円、経常利益は同1.9%減の1,155億円、親

会社株主に帰属する四半期純利益は同0.9%増の769億円となりました。 

 

事業分野ごとの状況は以下のとおりです。 

 

【繊維事業】 

当第３四半期
連結累計期間

前年同期比
増減率

売 上 高 6,460億円   △  6.9%  

営 業 利 益  541億円   △  3.7%   

国内では、衣料用途・産業用途とも需要が引き続き低調に推移する中で、全般的に拡販に努め

るとともに、糸綿／テキスタイル／製品一貫型ビジネスの推進をはじめとする事業の高度化や原

価改善を進めることで採算の改善に注力しました。 

海外では、衣料用途を中心に、欧州や中国などにおける需要低迷の影響を受けました。一方、

自動車関連用途向けや衛生材料向けは総じて堅調に推移しました。 

以上の結果、繊維事業全体では、売上高は前年同期比6.9%減の6,460億円、営業利益は同3.7%

減の541億円となりました。 
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【プラスチック・ケミカル事業】 

当第３四半期
連結累計期間

前年同期比
増減率

売 上 高 3,618億円   △  6.1%  

営 業 利 益 252億円  3.3%   

樹脂事業は、自動車関連用途向けの出荷が国内外とも概ね堅調に推移しました。自動車以外の

用途でも、ＡＢＳ樹脂などの拡販を進めました。フィルム事業は、海外では欧米を中心に需要が

低調でしたが、国内では包装用途向けが堅調でした。一部のケミカル製品は、円高や市況悪化の

影響から販売価格が下落しました。 

また、多くの製品が国内外で価格競争の影響を受けましたが、高付加価値品の拡販や原価改善

に注力することで採算の改善に努めました。 

以上の結果、プラスチック・ケミカル事業全体では、売上高は前年同期比6.1%減の3,618億円、

営業利益は同3.3%増の252億円となりました。 

 

【情報通信材料・機器事業】 

当第３四半期
連結累計期間

前年同期比
増減率

売 上 高 1,912億円  2.0%  

営 業 利 益 242億円  24.7%   

フラットパネルディスプレイ向けでは、スマートフォンやタブレット端末の関連材料は、有機

ＥＬ用途向けの出荷が拡大するなど、堅調に推移しました。 

リチウムイオン二次電池向けバッテリーセパレータフィルムは、需要の伸長を背景に、出荷が

拡大しました。 

多くの用途で価格競争の影響を受けましたが、高付加価値品の拡販や原価改善に注力すること

で採算の改善に努めました。 

以上の結果、情報通信材料・機器事業全体では、売上高は前年同期比2.0%増の1,912億円、営

業利益は同24.7%増の242億円となりました。 

 

【炭素繊維複合材料事業】 

当第３四半期
連結累計期間

前年同期比
増減率

売 上 高 1,184億円   △ 15.5%  

営 業 利 益 206億円   △ 22.2%   

航空機の 終需要は堅調に推移しましたが、サプライチェーンにおける在庫調整などを反映し

て、炭素繊維中間加工品（プリプレグ）の需要は弱含みで推移しました。圧縮天然ガスタンク向

けでは、原油価格下落の影響を受けて、需要が低調に推移しました。一方、風力発電翼用途は、

需要の拡大を背景に、出荷を拡大しました。 

以上の結果、炭素繊維複合材料事業全体では、売上高は前年同期比15.5%減の1,184億円、営業

利益は同22.2%減の206億円となりました。 
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【環境・エンジニアリング事業】 

当第３四半期
連結累計期間

前年同期比
増減率

売 上 高 1,260億円   3.1%  

営 業 利 益    50億円  48.5%   

水処理事業は、逆浸透膜などの拡販を進めましたが、日本からの輸出は円高進行の影響を受け

ました。 

国内子会社では、エンジニアリング子会社の産業機器やプラント工事が堅調に推移しました。 

以上の結果、環境・エンジニアリング事業全体では、売上高は前年同期比3.1%増の1,260億円、

営業利益は同48.5%増の50億円となりました。 

 

【ライフサイエンス事業】 

当第３四半期
連結累計期間

前年同期比
増減率

売 上 高 381億円   △  6.7%  

営 業 利 益     5億円  △  73.4%   

医薬事業は、経口そう痒症改善剤レミッチ®* が、２０１５年に取得した効能追加承認を背景に

販売数量を伸ばしましたが、２０１６年４月の薬価改定の影響を受けました。天然型インターフ

ェロンβ製剤フエロン®や経口プロスタサイクリン誘導体製剤ドルナー®の出荷は、代替治療薬や

後発医薬品の影響を受けて低調に推移しました。 

医療機器事業は、ダイアライザーの出荷が国内外で堅調に推移しました。 

以上の結果、ライフサイエンス事業全体では、売上高は前年同期比6.7%減の381億円、営業利

益は同73.4%減の5億円となりました。 

 

 *レミッチ®は、鳥居薬品株式会社の登録商標です。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、資産の部は、受取手形及び売掛金や棚卸資産、有

形固定資産が増加したことを主因に前連結会計年度末比1,350億円増加の２兆4,133億円となりま

した。 

 負債の部は、有利子負債が増加したことを主因に前連結会計年度末比774億円増加の１兆3,309

億円となりました。 

純資産の部は、純利益の計上による利益剰余金の増加などにより前連結会計年度末比 576 億円

増加の１兆825億円となり、このうち自己資本は１兆４億円となりました。 
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(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 

 今後の世界経済は、米国を中心に先進国経済が回復を維持するほか、新興国経済も上向きにな

ることで、全体として緩やかな回復が続くと想定しています。ただし、米国の金融政策正常化や

英国のＥＵ離脱問題の影響、中国はじめアジア新興国の景気下振れ、各国の政策に関する不確実

性等のリスク要因に注意を払う必要があります。日本経済についても、雇用・所得環境の改善が

続く中、緩やかな景気回復が続くことを想定していますが、海外経済の不確実性や金融・資本市

場の変動が景気を押し下げる懸念があります。 

このような状況の下、当社グループは、中期経営課題“プロジェクトＡＰ－Ｇ ２０１６”への

取り組みに引き続き注力し、成長戦略の推進と収益基盤の強化に努めてまいります。 

当連結会計年度の業績予想につきましては、２０１６年１１月８日に公表いたしました予想数

値から変更ございません。なお、１月以降の為替は105円／ドルを想定しています。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

(1) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四

半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 

(2) 追加情報 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 2016年３月28日）を第１四半期連結会計

期間から適用しております。 
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（単位:百万円）

（単位:百万円）

(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 

 

（セグメント情報等）  

前第３四半期連結累計期間（自 2015年４月１日 至 2015年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
繊 維

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・
ケ ミ カ ル

情 報 通 信
材料・機器

炭 素 繊 維
複 合 材 料

環 境 ・ ｴ ﾝ
ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

ﾗ ｲ ﾌ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ
そ　の　他
（注）1

合計
調　整　額
（注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3

 売　　上　　高

　外部顧客への売上高 693,572 385,391 187,552 140,054 122,231 40,877 10,590 1,580,267 - 1,580,267

　セ グ メ ン ト 間 の

　内部売上高又は振替高 805 15,117 5,472 268 41,721 4 12,204 75,591 △ 75,591 - 

694,377 400,508 193,024 140,322 163,952 40,881 22,794 1,655,858 △ 75,591 1,580,267

56,188 24,442 19,421 26,492 3,396 1,814 994 132,747 △ 14,634 118,113

計

 セ グ メ ン ト 利 益

（注）1. その他は分析・調査・研究等のサービス関連事業であります。 

2. セグメント利益の調整額△14,634 百万円には、セグメント間取引消去 238 百万円及び各報告セグメントに配分していない

全社費用△14,872百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない本社研究費等であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 
当第３四半期連結累計期間（自 2016年４月１日 至 2016年12月31日） 

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
繊 維

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・
ケ ミ カ ル

情 報 通 信
材料・機器

炭 素 繊 維
複 合 材 料

環 境 ・ ｴ ﾝ
ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ

ﾗ ｲ ﾌ ｻ ｲ ｴ ﾝ ｽ
そ　の　他
（注）1

合計
調　整　額
（注）2

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）3

 売　　上　　高

　外部顧客への売上高 646,000 361,800 191,216 118,371 126,043 38,145 10,578 1,492,153 - 1,492,153

　セ グ メ ン ト 間 の

　内部売上高又は振替高 761 12,116 5,269 400 49,263 2 12,360 80,171 △ 80,171 - 

646,761 373,916 196,485 118,771 175,306 38,147 22,938 1,572,324 △ 80,171 1,492,153

54,118 25,249 24,218 20,605 5,044 482 747 130,463 △ 16,263 114,200

計

 セ グ メ ン ト 利 益

（注）1. その他は分析・調査・研究等のサービス関連事業であります。 

2. セグメント利益の調整額△16,263百万円には、セグメント間取引消去△401百万円及び各報告セグメントに配分していない

全社費用△15,862百万円が含まれております。全社費用は、報告セグメントに帰属しない本社研究費等であります。 

3. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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